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生
保
会
社
の
経
営
課
題

 

小
藤
康
夫
著

　
わ
が
国
の
生
保
市
場
は
大

き
な
変
化
に
直
面
し
て
い

る
。
保
障
型
生
保
商
品
が
中

心
の
構
造
か
ら
貯
蓄
型
生
保

商
品
へ
移
行
し
て
お
り
、
ま

た
、
運
用
環
境
は
激
変
し
、

高
金
利
か
ら
超
低
金
利
の
時

代
に
転
換
し
て
い
る
。

　
し
か
も
、
日
本
経
済
は
人

口
減
少
か
ら
高
成
長
は
望
め

な
い
。
わ
が
国
の
経
済
活
動

が
低
迷
す
る
な
か
で
、
生
保

市
場
だ
け
が
伸
び
て
い
く
の

は
か
な
り
難
し
い
。

　
本
書
で
は
、
厳
し
い
経
済

環
境
の
も
と
で
生
保
会
社
に

突
き
つ
け
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
経
営
課
題
に
つ
い
て
、
年

度
ご
と
に
発
表
さ
れ
る
決
算

報
道
に
基
づ
き
な
が
ら
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。

　
そ
の
期
間
は
２
０
１
０
年

３
月
期
か
ら
17
年
３
月
期
ま

で
。

　
こ
れ
に
よ
り
生
保
会
社
の

変
遷
と
と
も
に
将
来
の
姿
が

明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。（
税
務
経

理
協
会
・
本
体
２
４
０
０
円

＋
税
）

　
著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す

お
）

商
学
部
教
授
。
金
融

論
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
。

　
商
学
部
・
渡
辺
達
朗
ゼ
ミ

は
、
川
崎
市
多
摩
区
か
ら
事

業
を
受
託
し
た
。
事
業
名
は

「
地
域
資
源
の
魅
力
再
発
見

・
発
信
の
た
め
の
『
宝
探
し

（
Ｔ
ｒ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｈ

ｕ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
）
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
』」
及
び
「
ま
ち

歩
き
ツ
ア
ー
」。
渡
辺
ゼ
ミ

は
生
田
緑
地
な
ど
の
地
域
資

源
を
活
用
し
、
に
ぎ
わ
い
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
行
う
。
期
間
は
４
月
か
ら

１
年
間
。

商
・
渡
辺
ゼ
ミ
が

多
摩
区
事
業
受
託

公
開
講
座
情
報

経
済
学
部
公
開
講
座
「
日
本

に
お
け
る
地
域
経
済
・
社
会

の
現
状
と
歴
史
」

　
専
修
大
学
の
教
授
陣
が
日

本
の
地
域
経
済
・
社
会
の
現

状
を
産
業
構
造
、
雇
用
、
貧

困
、
社
会
資
本
、
地
方
財

政
、
ス
ポ
ー
ツ
の
観
点
か
ら

明
ら
か
に
す
る
。受
講
無
料
。

▽
日
時

５
月
12
日
〜
６
月

16
日
の
毎
週
土
曜
日
全
６
回

（
１
回
だ
け
の
受
講
も
可
）

10
時
45
分
〜
12
時
15
分
▽
場

所

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号

館
１
０
１
０
３
教
室
▽
講
師

宮
嵜
晃
臣
教
授
／
長
尾
謙

吉
教
授
／
小
池
隆
生
准
教
授

／
永
江
雅
和
教
授
／
徐
一
睿

准
教
授
／
飯
田
義
明
教
授

▽
申
し
込
み

４
月
16
日

（
月
）
〜
５
月
９
日
（
水
）、

教
務
課
（
経
済
学
部
担
当
）

「
公
開
講
座
係
」
℻
‥
０

４
４
・
９
１
１
・
１
２
４

４
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｜
｜
滋
賀
県
と
専
修
大
学
は
歴
史
的

に
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。

日
髙
　
創
立
者
の
一
人
で
あ
る
相
馬
永

胤
先
生
が
彦
根
藩
出
身
で
、
目
賀
田
種

太
郎
先
生
も
ゆ
か
り
が
あ
り
ま
す
。
創

立
１
３
０
年
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

県
で
創
立
者
展
を
計
画
し
ま
し
た
。
駒

井
重
格
先
生
、
田
尻
稲
次
郎
先
生
、
目

賀
田
先
生
と
実
施
し
ま
し
て
、
滋
賀
県

の
相
馬
先
生
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
協
定
で
本
学
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い

つ
な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。

三
日
月
　
偉
大
な
先
人
を
在
学
生
や
関

係
者
だ
け
で
な
く
、
世
に
知
ら
し
め
て

い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
も
郷
土
の
誇
り
を

学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　
｜
｜
専
修
大
学
の
建
学
の
精
神
と

は
。

佐
々
木
　
創
立
者
の
４
人
は
、
社
会
に

対
す
る
報
恩
奉
仕
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
掲
げ
て
専
修
学
校
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
考
え
方
を
今
、
21
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
と
し
て
、「
社
会
知
性
の
開
発
」
と

捉
え
な
お
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
支
え

て
く
れ
る
家
族
や
地
域
な
ど
、
自
分
の

足
元
に
あ
る
「
社
会
」
に
対
し
、
自
分

た
ち
の
勉
強
は
、
社
会
の
諸
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
心
構
え
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
の
役
割
の
一
つ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

地
域
か
ら
集
ま
っ
た
学
生
が
、
一
定
の

期
間
、
共
に
学
ぶ
こ
と
で
作
り
出
さ
れ

る
一
体
感
は
卒
業
後
も
生
か
さ
れ
る
の

で
す
。

　
｜
｜
滋
賀
県
の
魅
力
を
ご
紹
介
い
た

だ
け
ま
す
か
。

三
日
月
　
日
本
の
真
ん
中
に
あ
る
地
の

利
、
琵
琶
湖
の
水
の
利
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
近
年
の
調
査
で
は
、
年
少

人
口
が
多
く
、
か
つ
長
寿
の
県
と
し
て

の
地
位
を
得
て
い
ま
す
。

　
｜
｜
今
後
の
滋
賀
県
と
専
修
大
学
の

関
係
や
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
な
ど
に
つ

い
て
、
期
待
す
る
こ
と
は
。

三
日
月
　
県
内
の
企
業
や
事
業
所
の
取

り
組
み
、
移
住
に
つ
い
て
の
情
報
を
し

っ
か
り
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。
同

時
に
創
立
者
の
方
々
の
こ
と
を
今
一
度

顕
彰
し
、
私
た
ち
滋
賀
県

民
が
、
専
修
大
学
と
の
関

わ
り
を
通
じ
て
さ
ら
に
誇

り
を
醸
成
で
き
る
、
そ
ん

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
髙
　
社
会
知
性
は
Ｓ
ｏ

ｃ
ｉ
ｏ
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ

ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
。
Ｓ
ｏ
ｃ

ｉ
ｏ
の
語
源
は
ラ
テ
ン
語

の
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｕ
ｓ
と
い
う

言
葉
で
、
こ
れ
は
「
社
会

の
中
に
あ
っ
て
社
会
に
立

つ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

立
つ
場
所
と
い
う
の
は
も

の
す
ご
く
重
要
で
、
お
話

を
聞
く
と
滋
賀
県
は
立
ち
や
す
い
と

感
じ
ま
し
た
。
専
修
大
学
で
は
、
大
学

と
卒
業
生
の
組
織
、
在
学
生
の
ご
父
母

の
組
織
が
三
位
一
体
と
な
り
「
オ
ー
ル

専
修
」
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
こ
こ
で

情
報
発
信
す
る
と
、
お
そ
ら
く
（
滋
賀

へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
は
）
増
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
期
待
値
は
あ
り
ま
す

ね
。

佐
々
木
　
外
で
就
職
し
た
後
に
郷
里
に

戻
っ
て
く
る
方
を
い
か
に
増
や
す
か
と

い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
既
卒
者
に
対
し
て
も
コ
ン
タ
ク
ト

ラ
イ
ン
を
作
り
、
滋
賀
の
魅
力
が
、
専

大
に
行
け
ば
分
か
る
と
い
う
態
勢
を
つ

く
る
、
そ
こ
が
第
一
段
階
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

三
日
月
　
わ
れ
わ
れ
も
単
に
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
届
け
る
だ
け
で
な
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
私
が
出
か
け
て
い
っ
て
、
学

生
や
先
生
方
と
懇
談
し
、
彦
根
の
地
で

相
馬
先
生
が
こ
ん
な
こ
と
考
え
て
い
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
そ
ん
な
話
を
し

て
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
れ
ば
、
な
お
関
係
が
深
ま
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
専
修
大
学
は
３
月
29
日
、

滋
賀
県
と
就
職
支
援
に
関
す

る
協
定
を
結
ん
だ
。
大
津
市

の
滋
賀
県
公
館
で
行
わ
れ
た

締
結
式
で
は
佐
々
木
重
人
学

長
と
三
日
月
大
造
知
事
が
協

定
書
を
交
わ
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
な
ど
の
就
職
支
援
に
つ
い

て
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
協
定
に
基
づ
き
▽
学
生
や

保
護
者
に
滋
賀
県
内
の
企
業

情
報
の
周
知
▽
学
内
で
の
合

同
企
業
説
明
会
の
開
催
▽
県

内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
け
入
れ
支
援
｜
｜
な
ど
を

行
う
。

　
三
日
月
知
事
は
「
こ
の
協

定
を
き
っ
か
け
に
、
滋
賀
県

に
つ
い
て
の
多
く
の
情
報
を

届
け
た
い
」
と
語
り
、
佐
々

木
学
長
は
、
近
江
商
人
の
心

構
え
〝
三
方
よ
し
〞
を
引
き

「
地
域
貢
献
の
姿
勢
が
専
修

大
学
の
考
え
と
近
い
。
学
生

に
は
地
元
の
良
さ
を
伝
え
、

い
ず
れ
地
元
の
発
展
に
尽
く

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
滋
賀
県
は
、
本
学
の
４
人

の
創
立
者
の
う
ち
相
馬
永
胤

が
彦
根
藩
出
身
で
あ
り
、
目

賀
田
種
太
郎
も
先
祖
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
同
県
愛
荘
町
の

発
展
に
尽
力
す
る
な
ど
本
学

と
歴
史
的
な
関
係
が
あ
る
。

ま
た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
元
Ｗ
Ｂ

Ｃ
世
界
バ
ン
タ
ム
級
王
者
の

山
中
慎
介
さ
ん
（
平
17
商
）

も
同
県
出
身
。

　
締
結
式
に
は
日
髙
義
博
理

事
長
も
出
席
し
、「
滋
賀
県

の
社
会
を
支
え
る
知
的
な
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
幸
い
」

と
歓
迎
の
意
を
伝
え
た
。

　
３
月
29
日
、
校
友
会
滋
賀

県
支
部
（
川
島
隆
二
支
部

長
・
平
８
法
）、
育
友
会
滋

賀
県
支
部
（
今
川
貴
惠
支
部

長
）
主
催
に
よ
る
懇
親
会
が

滋
賀
県
大
津
市
で
開
か
れ
た

写
真
。

　
同
県
内
の
校
友
会
員
、
育

友
会
員
約
20
人
が
、
日
髙
義

博
理
事
長
、
佐
々
木
重
人
学

長
と
懇
談
。
三
日
月
大
造
知

就
職
課
か
ら

　〈
３
年
次
生
へ
〉
前
期
か

ら
就
職
活
動
を
意
識
し
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
は
５
月
に
実
施

す
る
「
ナ
ビ
サ
イ
ト
活
用
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
企
業
情

報
を
見
る
ポ
イ
ン
ト
、
文
章

の
書
き
方
、
マ
ナ
ー
な
ど
、

役
に
立
つ
知
識
が
得
ら
れ
ま

す
。
並
行
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験

の
対
策
も
進
め
ま
し
ょ
う
。

対
策
講
座
（
５
日
間
）
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
か
ら
直
接
レ
ク
チ
ャ

ー
を
受
け
ら
れ
る
貴
重
な
機

会
で
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

　〈
４
年
次
生
へ
〉
経
団
連

の
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針

で
は
選
考
活
動
開
始
は
６
月

１
日
と
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
企
業
が
４
月
か
ら
面
接

を
始
め
て
い
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す
。
就
職
課

で
は
模
擬
面
接
も
行
い
ま
す

の
で
、活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
４
月
も
学
内
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
18
日

（
水
）
〜
20
日
（
金
）
に
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
約

50
社
が
集
ま
り
、
企
業
説
明

を
行
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
、
物
流

と
い
っ
た
業
種
や
、
神
奈
川

県
相
模
原
周
辺
の
企
業
な

ど
、
多
種
多
様
な
求
人
に
出

合
え
ま
す
。「
話
を
聞
い
た

ら
興
味
を
持
て
る
か
も
し
れ

な
い
」
企
業
を
見
つ
け
て
、

希
望
の
就
職
を
か
な
え
て
く

だ
さ
い
。

　
図
書
館
は
、
春
の
企
画
展

「
知
の
森
へ
よ
う
こ
そ
〜
図

書
館
が
所
蔵
す
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
資
料
の
探
索
」
を
開
催

す
る
。
図
書
館
所
蔵
の
貴
重

書
、
豆
本
、
大
型
本
、
巻
子

本
な
ど
普
段
目
に
す
る
機
会

が
少
な
い
資
料
約
40
点
を
展

示
。
新
入
生
向
け
に
資
料
の

探
し
方
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
。

▽
会
期

５
月
８
日
（
火
）

〜
６
月
２
日
（
土
）〔
５
月

中
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
〕

▽
時
間

11
時
30
分
〜
16
時

30
分

滋
賀
県
と
就
職
支
援
協
定

　就職支援協定の締結を記念して、

三日月大造滋賀県知事と、日髙義博

理事長、佐々木重人学長が鼎
て い

談
だ ん

を行

った。歴史的なつながりを再認識

し、今後に向けて関係を強化してい

くことを確認した。（司会は専修大

学広報課）

知事・理事長・学長
鼎
　
談

【
専
修
大
学
の
創
立
者
】

相
馬
永
胤
（
そ
う
ま
・
な
が
た
ね

　
１
８
５
０
〜
１
９
２
４
）
彦
根

藩
出
身
　
▽
田
尻
稲
次
郎
（
た
じ

り
・
い
な
じ
ろ
う
　
１
８
５
０
〜

１
９
２
３
）
薩
摩
藩
出
身
　
▽
目

賀
田
種
太
郎
（
め
が
た
・
た
ね
た

ろ
う
　
１
８
５
３
〜
１
９
２
６
）

旗
本
の
家
に
生
ま
れ
る
　
▽
駒
井

重
格（
こ
ま
い
・
し
げ
た
だ
　
１
８

５
３
〜
１
９
０
１
）
桑
名
藩
出
身

歴
史
踏
ま
え 

新
た
な
つ
な
が
り

協定を結び握手する佐々木学長（左）と三日月知事＝大津市

　
本
学
が
同
様
の
就
職
支
援

協
定
を
結
ぶ
の
は
24
件
目
。

滋
賀
県
が
首
都
圏
の
大
学
と

協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
。

校
友
・
育
友

支
部
の
集
い

事
、
東
平
豊
三
育
友
会
長
も

駆
け
つ
け
、
創
立
者
ゆ
か
り

の
滋
賀
県
と
の
結
び
つ
き
を

強
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

合
っ
た
。

稿
」（
い
ず
れ
も
複
製
）、

「
エ
ジ
プ
ト
誌
」【
巻
子
本
】

「
文
正
草
子
」、「
国
宝
鳥
獣

人
物
戯
画
」（
複
製
）
ほ
か

▽
会
場

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

図
書
館
本
館
研
修
室
（
９
号

館
）

▽
主
な
展
示

【
豆
本
】
マ

イ
ク
ロ
ブ
ッ
ク
「
四
季
の
草

花
」（
０
・
75
㍉
角
の
本
。

２
０
１
３
年
「
最
も
小
さ
い

印
刷
本
」
で
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
認
定
さ
れ
た
）、「
花
鳥

百
種
　
北
斎
漫
画
」、「
頼
光

一
代
記
」、「
政
治
風
刺
」

写
真

【
大
型
本
】
シ
ー
ボ

ル
ト
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」、

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
「
ア
ト
ラ

ン
テ
ィ
コ
手
稿
」「
パ
リ
手

図書館春の企画展

貴重書など40点展示
 ――――５月８日から


